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SMI-S プロバイダの詳細設定を管理します

概要

SMI-Sキャッシュの更新間隔、ONTAP APIコールタイムアウト、メッセージサービスキ
ューごとのスレッドの最大数など、SMI-Sプロバイダの詳細設定を管理できます。

SMI-S プロバイダの自動キャッシュ更新間隔を指定します

デフォルトでは、 SMI-S プロバイダはストレージシステムから 5 分（ 300 秒）ごとに
情報を自動的に取得します。自動キャッシュ更新間隔（「 cache_refresh_SEC 」環境変
数）は、 300 ～ 86400 秒（ 24 時間）の値に設定できます。

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。

このタスクについて

ストレージ・システムの状態をいつでも手動で更新する場合は 'SMIS refresh コマンドを使用できます

手順

1. NetApp SMI-S Provider にアクセスします。

2. 新しい更新間隔の値（秒単位）を使用して 'cache_refresh_SEC' という名前のシステムまたはユーザ環境
変数を作成します

環境変数の作成については、 Windows のマニュアルを参照してください。

3. CIM サーバを再起動します。

SMIS cimserver restart

具体的なジョブの有効期間の値を指定します

SMI-S プロバイダは、 _ コンクリート job_ を作成することで、非同期操作の進行状況を
追跡します。具体的なジョブの有効期間をデフォルトの 60 分（ 3600 秒）から 86400

秒（ 24 時間）まで延長できます。

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。

ステップ

1. 新しいライフタイム値（秒単位）を使用して 'job_lifetime_SEC' という名前のシステムまたはユーザー環
境変数を作成します
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環境変数の作成については、 Windows のマニュアルを参照してください。

ONTAP APIコールタイムアウト値の指定

SMI-Sプロバイダは、ストレージシステムへのONTAP API呼び出しを実行します。デフ
ォルトでは、ONTAP APIコールタイムアウトは300秒です。タイムアウトは 60 ～ 300

秒の値に設定できます。

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。

ステップ

1. 新しいタイムアウト値（秒単位）を使用して 'ONTAPI_ TIMEOUT_SEC' という名前のシステムまたはユ
ーザ環境変数を作成します

環境変数の作成については、 Windows のマニュアルを参照してください。

メッセージサービスキューあたりの最大スレッド数を指定しま
す

デフォルトでは、 SMI-S Provider はメッセージサービスキューごとに 80 スレッドを許
可します。最大スレッド値は 1 ～ 5000 で指定できます。最大スレッド数を増やすと、
SMI-S Provider マシンのパフォーマンスに影響を与える可能性があるため、この値を増
やす必要があるかどうかを慎重に検討してください。

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。

このタスクについて

トレース・ファイルに「不十分なリソース」出力の行が多数表示されている場合は、スレッド数を 500 ずつ
増やす必要があります。

スレッドの最大数を 20 未満に設定した場合は、「 * cimcli -n root/ONTAP Niall * 」コマンドを使用してプロバ
イダが応答しなくなり、トレースファイルに「 Insufficient threadpool 」メッセージが返されます。この場合
は、スレッド数を 500 ずつ増やす必要があります。その後、プロバイダを再起動してください。

手順

1. NetApp SMI-S Provider にアクセスします。

2. 新しい最大スレッド値を使用して 'PEGASUS_MAX_THLANS_PER_SVC_QUEUE という名前のシステム
またはユーザー環境変数を作成します

環境変数の作成については、 Windows のマニュアルを参照してください。
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3. CIM サーバを再起動します。

SMIS cimserver restart

NetApp SMI-S プロバイダの認証を有効または無効にします

デフォルトでは、 SMI-S プロバイダに対して認証が有効になっています。認証によって
システムでエラーが発生した場合は、必要に応じて無効にすることができます。認証を
無効にしたあとで再度有効にする場合は、再度有効にすることができます。

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• Administrator としてログインしている必要があります。

• System Center Virtual Machine Manager （ SCVMM ）を含むすべてのクライアントは、 CIMUser と
cimpassword を使用してプロバイダに接続する必要があります。

手順

1. NetApp SMI-S Provider にアクセスします。

2. SMI-S プロバイダの認証を設定します。

アクション コマンドを実行します

• 以前無効にした場合は認証を有効にします。 * cimconfig -p -s

enableAuthentication=true

• 認証を無効にします * cimconfig -p -s

enableAuthentication=false

CIMOM は Windows 認証を使用しません。

3. NetApp SMI-S プロバイダを再起動します。

SMIS cimserver restart

SMI-S プロバイダで通知を有効にします

アラート、ファイルシステムクォータ、およびライフサイクルの通知は、デフォルトで
は無効になっています。これらの表示を有効にするには ' 環境変数
PEGASUS_DISABLE_DEIGEMENT を 'false' に設定します

作業を開始する前に

• Administrator としてのログインクレデンシャルが必要です。

• ホストシステムに Administrator としてログインしている必要があります。
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このタスクについて

「 PEGASUS_DISABLE_DEISMそれら 」が「 false 」に設定されている場合、 NetApp SMI-S Provider で
Alert （「 ONTAP_AlertIndication 」）、 FileSystem Quota （「 ONTAP_FSQuotaIndication 」）、および
Lifecycle インジケータが有効になります。

手順

1. NetApp SMI-S Provider にアクセスします。

2. 「 PEGASUS_DISABLE_DELITES 」環境変数を「 false 」に設定します。

3. CIM サーバを再起動します。

SMIS cimserver restart
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